
工
「
海
の
貴
婦
人
」
を
富
山
ヘ

昭
和
五
年
に
建
造
さ
れ
、

半
世
紀

り
の
永
き
に
わ
た
り
大
海
原
で
活
躍

青
少
年
に
海
へ
の
ロ
マ
ン
を
与
え
て

た
美
し
い
大
型
帆
船
M

海
王
丸
H

。「

王
丸
を
富
山
ヘ
」

と
の
熱
い
思
い
が

じ

富
山
で
保
存
、

活
用
さ
れ
る
こ

に
な
り
ま
し
た
。

県
と
大
阪
市
が
共
同
出
資
し
、
設

し
た

「
海
王
丸
記
念
財
団
」

ヘ
九
月

八
日
に
引
き
渡
さ
れ
、

来
年
四
月
に

富
山
新
港
で
公
開
の
予
定
で
す
。

以
後
、

富
山
と
大
阪
で
四
年
半
毎
に
交
互
に

関
さ
れ
ま
す
。

s
日・

6
・
6

海
王
丸
が
富
山
新
港
に
寄
港

一
般
公
開
(
見
学
者
三
万
六
千
人
)

「
海
王
丸
を
富
山
に
呼
ぶ
県
民
の
会
」

設
立
総
会

海
王
丸
が
二
度
目
の
富
山
新
港
寄

港
、
一
般
公
開
(
見
学
者
八
万
二
千

人
)
富
山
県
知
事
、
県
民
の
会
会
長
ら
が

、
〉

1
1
n
u

£
U

，、、

c
u
t
-
-
-

、、，っ
ι

っι

c
、p
b
l
t

H
元
・

3

運
輸
大
臣
ほ
か
関
係
機
関
に
「
海
王

丸
」
誘
致
を
陳
情

海
王
丸
誘
致
決
定

「
財
団
法
人
・
帆
船
海
王
丸
記
念

設
立
発
起
人
会

H
元
・

7
・ロ

H
元
・

9
・引

団」海
王
丸
財
団
設
立
認
可

海
王
丸
財
団
設
立
総
会

海
王
丸
購
入

海
王
丸
一
般
公
開
(
富
山
県
)

i

H
6
年
目
月
ま
で

H

2
・
4

海
王
丸
一
口
メ
モ

会
長
九
七
メ
ー
ト
ル
、
ニ
、
ニ
聞
ニ
ト
ン
で

岡
本
の
マ
ス
ト
を
持
っ
た
大
型
練
酒
船
と
し
て

昭
和
五
年
に
進
水
。
以
来
、
六
十
年
間
に
百
九

十
万
キ
ロ
メ

l
a
r
ル
、
地
縁
五
十
周
余
り
を
航

行
。
一
万
五
千
人
以
よ
の
船
員
が
ニ
こ
か
ら
巣

立
っ
た
。

余しき海通とII 十iま公

色
海
王
丸
の
活
用
計
画

県
で
は
、

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
環
日
本
海
交

流
拠
点
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
、
次
代
を
担
う

青
少
年
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い
錬
成
の
場
と
し
て
、

さ
ら
に
人
々
の
出
会
い
と
交
流
の
場
と
し
て
、
海
や

港
湾
に
対
す
る
理
解
と
知
識
の
増
進
に
も
海
王
丸
を

役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
王
丸
の

一
般
公
開

員オ

来
年
四
月
の
公
間
に
合
わ
せ
、
甲
板
や
船
長
公
室

士
官
サ
ロ
ン
、
士
宮
室
、
実
習
生
室
、
機
関
室
を
自

由
に
見
学
、
船
長
私
室
、
浴
室
、
事
務
室
、
実
習
生

浴
室
、
医
務
室
を
強
化
ガ
ラ
ス
で
仕
切
リ
内
部
を
観

覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期
間
中
に
開
催
す
る
ほ
か
、
月

一
回
の
総
帆
展

帆
、
さ
ら
に
海
王
丸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
海
王
丸

生
誕
日
記
念
行
事
、
海
王
丸
図
画
工
作
教
室
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
日
本
海
交
流
拠
点
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、

沿
岸
諸
国
と
の
友
好
交
流
の
施
設
と
し
て
も
活
用
。

海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
環

日
本
海
交
流
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
す
る
予

定
で
す
。

今
年
度
は
、
海
一

丸
公
開
の
た
め
の
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
テ
レ
ホ
ン
力

l
ド
な
ど
を
制

作
し
ま
す
。

海
王
丸
を
海
洋
・
海
事
思
想

普
及
の
生
き
た
教
材
に

海
洋
教
室
を
開
設
し
、
既
存
の
「
青
少
年
の
家
」

や
「
少
年
自
然
の
家
」
等
と
の
連
携
を
と
リ
な
が
ら

臨
海
型
の
「
青
少
年
の
家
」
と
し
て
活
用
。
内
陸
県

と
の
交
流
の
場
と
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
海
洋
少

年
団
な
ど
の
青
少
年
を
海
王
丸
に
宿
泊
さ
せ
、
甲
板

清
掃
、
手
旗
信
号
、
ひ
も
結
び
、
登
し
よ
う
訓
練
や

操
帆
訓
練
な
ど
帆
船
上
な
ら
で
は
の
訓
練
や
講
義
な

ど
を
通
じ
、
海
や
船
に
つ
い
て
学
習
し
た
り
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
づ
く
リ
な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、

一
般
成
人
を
対
象
に
帆
船
の
機
能
や
海
王

丸
で
の
船
内
生
活
、
活
躍
の
歴
史
他
、
日
本
海
に
つ

い
て
の
文
化

・
科
学
な
ど
の
理
解
を
深
め
る
講
座
を

通
し
、
海
に
親
し
む
気
風
を
育
て
て
い
き
ま
す
。
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